
【 安心・安全な町づくりを 】 
 「危ない・うるさい」飛行を、これ以上続けさせて

はいけません。新飛行ルート問題と共にあらゆる「生

命と環境」をおびやかすことに、みなさん力を合わせ

て声を上げていきましょう。              

＜公害運動に参加して、50年の歩み＞ 

 ８月２５日(金) 於 プラザ田島 お話し： 丹 

操（たんみさお）さん（川崎公害病患者と家族の会 

会長）から、住民運動の先輩たちから学びたい、とい

う思いで話を伺いました。 

 丹さんは公害運動を共に斗ってきた方々の歩んで

来た歴史と実感をふまえて、次のように話されまし

た。 

＜怒り・困難＞ 

 権力から遠く

にいる国民の苦

しみ・怒りがい

つもあります。

この間、公害運

動が忘れられ、

認められなくなり、風化してきているという困難に

直面しています。 

＜よろこび＞ 

 公害裁判で勝利したこと。仲間たちに子どもの面

倒を見てもらいながら斗ってきました。 家庭的な

会です。 

＜署名の力＞ 

 公害裁判も市の救済条例も署名の力。「世論と運動」

をつくっていく基本です。いつでもどこでも一生け

んめい署名を集めました。 

＜学んだこと＞ 

 政治を正さなければ、情勢は変わらないというこ

と。また、運動は仲間をふやせるということ。 

＜運動の原動力になったこと＞ 

 子どもの命を守りたいという親の思い・責任。そし

て支援者仲間の励ましと家族の理解がありました。

いま、いつも身近で支えてくれた篠原弁護士が、私た

ちを見守ってくれているという 思いで、がんばっ

ています。（篠原義仁弁護士―公害裁判原告団・弁護

団事務局長、昨年死去） 

＜丹さんのおはなしをうかがって＞ 

 『負けない事・投げ出さない事・逃げ出さないこ

と・信じぬく事・・・』、24時間テレビ（日テレ）

で大事MAN（マン）ブラザーズバンドが唄っている

歌が 私の頭をよぎりました。 

 仲間の方々を信じぬき、たたかい続けた50年。

大変な事もあったでしょうに、それを感じさせな

い、明るい元気な表情が印象的でした。大きなエネ

ルギーを頂きました。ありがとうございます。 

（山田） 

✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈ 

『 街 の 声 』 
○「うるせえな」「バカヤロー」、男の人たちが空に向

かって叫んでいました。本当に毎日イライラします。 

○飛び始めて４年目。ますます怖くてうるさい日々

がつづいています。もうこれ以上耐えられません。 

○日航機墜落事故（1985 年）の原因もいまだに明ら

かになっていないのに、利益ばっかり追って、安全を

ないがしろにしている。コンビナートに落ちたら誰

が責任をとるんですか。 

○事故が起きたら、一瞬にして人命と街の歴史が奪

われます。福島を忘れてはいけませんよ。 

○困っている人が多いのだから「住民説明会」を開く

のが当然ですよ。なぜその気にならないのか。市が国

に言えばいいだけじゃないですか。 

✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈ 
💻 ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 💻 

Webで 羽田増便による低空飛行ルートに反対する「川崎区

民の会」で検索又はURL https://flight-route.com と入

力してください。 
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『学 習 交 流 会』 
 ８月10日(水) 於 渡田1丁目町内会館 

 羽田新飛行ルートの問題を川崎区内全域の草の根

のとりくみにしていく一環として、今回、渡田地域で、

「学習交流会」をひらきました。 

 片柳すすむさん（前市議会議員）から、コンビナー

ト事故の危険とその被害想定について詳しく説明し

て頂きました。 

 また、コンビナートで働いていた方々からもその

体験から危険性についてリアルに話して頂きました。

１３名の方が参加しました。 

＜参加者の感想＞ 
 新飛行ルートによる騒音被害は、渡田地域ではさ

ほど気になりませんが、石油コンビナートに落下物

や航空機事故で火災が発生したらおそらく消火は出

来ないでしょう。爆発が起これば川崎区の全域に熱

風や爆発物が飛んで来る事がよくわかりました。事

故が起きる前に、新飛行ルートをやめさせたい。 

 

このような企画をさらに広げていきたいと思ってい

ます。 

「区民の会」は、町会との共同をめざし、町会長訪問

をつづけています。 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 
  

東京地裁 103号大法廷 
新飛行ルートの取り消しを

求める行政訴訟  
次回の口頭弁論 １０月２４日（火曜日）１4時から

行われます。１３時２５分に傍聴抽選が行われます。

閉廷後、弁護士会館で弁護士から解説を交えた集会

が行われます。 

 

✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈ 

  Ｊ Ｒ 川崎駅前宣伝行動 
✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈✈ 

「区民の会」は、8月12日及び9月16日にJR川崎

駅前で宣伝を行いました。 

 8月12日は、日航機の御巣鷹山事故から38年目に

あたり、宣伝開始前に 1 分間の黙祷を行い、犠牲者

を追悼し、航空の安全運航を祈りました。また川崎公

害病患者と家族の会の丹さんも参加し、諦めない事

が大事、と訴えました。 

 9月 16日の宣伝に、羽田問題解決プロジェクトの

大村代表（写真上）・渋谷の空を守る会の須永さんも

参加し、「羽田低空飛行見直しのための議員連盟」に

よる国交省レクチャーの内容を報告しました。「議員

連盟」の質問に対し、国土交通省は、新飛行ルートの

必要性を何一つ答える事はありませんでした。新飛

行ルートの必要性は無いということです。騒音被害

と落下物の危険・石油コンビナート火災につながる

危険な飛行ルートを中止させるまで粘り強く訴えて

いきましょう、と話しました。 

≪ 10・11 月行動計画 ≫ 
 ☆ JR 川崎駅東口宣伝 

     10 月 14 日 (土)  14 時～15時 

     11 月 18 日 (土)  14 時～15時 

 ☆ 拡大世話人会（プラザ田島実習室） 

     10 月 27 日 (金)  15 時～16：30 

     11 月 24 日 (金) 15 時～16：30 

 ☆ シマホ前宣伝 

     10 月 11 日 (水） 15 時～16 時 

 ☆ ヨーカ堂前宣伝 

     11 月 11 日 (土)  15 時～16時 

 ☆ 京浜急行川崎大師駅前 

     10 月 28日 (土) 14 時～15時 

     11 月 25 日 (土） 14 時〜15 時 


